
(57)【要約】

【課題】　穿刺アダプタを装着するために形成される切

り欠き溝によって超音波振動子が欠損し、それにより生

じる分解能の悪化を低減するために、小型化された穿刺

アダプタ及び切り欠き溝を小さくした穿刺用プローブを

提供する。

【解決手段】　複数の同径の穿刺針３を異なる角度で保

持するために各穿刺針３が案内されるガイド溝２２が複

数の壁部２１に挟まれて複数形成された穿刺アダプタ２

を嵌合させる切り欠き溝１１を有し、穿刺アダプタ２が

嵌合する切り欠き溝１１の嵌合面は、少なくとも、複数

の穿刺針３のうち両端のガイド溝２２に案内される穿刺

針３の一部を保持する側面部１１ａと、複数の穿刺針３

のそれぞれの一部を保持する底面部１１ｂとから構成さ

れる。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 壁 部 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 複 数 の 穿 刺 針 を 異 な る 角 度 で 各 穿 刺 針 が 案 内 さ れ る
ガ イ ド 溝 が 複 数 形 成 さ れ 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 溝 に 嵌 合 さ れ る 穿 刺 ア ダ
プ タ で あ っ て 、
前 記 壁 部 の う ち 、 前 記 切 り 欠 き 溝 に 当 接 す る 壁 部 の 少 な く と も 何 れ か は 、 そ の 壁 部 に よ っ
て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 を 複 数 の 穿 刺 針 が 並 ぶ 方 向 に 露 出 す る よ う に 、 切 り 欠 か れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の 壁 部 の う ち 、 両 端 の 少 な く と も 何 れ か の 壁 部 は 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 切 り 欠 き 溝
に 嵌 合 さ せ た と き に 、 当 該 壁 部 に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 が 前 記 切 り 欠 き 溝 に よ っ て 保 持
さ れ る よ う に 少 な く と も 一 部 が 切 り 欠 か れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 穿 刺 用 ア
ダ プ タ 。
【 請 求 項 ３ 】
穿 刺 針 を 所 定 角 度 で 案 内 す る た め の ガ イ ド 溝 が 前 記 穿 刺 針 の 太 さ に 応 じ て 形 成 さ れ 、 穿 刺
用 プ ロ ー ブ に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 溝 に 嵌 合 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ で あ っ て 、
　 前 記 ガ イ ド 溝 は 、
　 前 記 穿 刺 針 が 、 少 な く と も 前 記 ガ イ ド 溝 、 前 記 切 り 欠 き 溝 の 底 部 、 及 び こ の 底 部 以 外 の
前 記 切 り 欠 き 溝 の 一 部 に 当 接 し て ガ イ ド さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 穿
刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ４ 】
複 数 の 壁 部 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 穿 刺 針 を 異 な る 角 度 で 保 持 す る た め の ガ イ ド 溝 が 所
定 方 向 に 配 列 さ れ て 複 数 形 成 さ れ 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 溝 に 、 前 記 所 定
方 向 と 当 該 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 振 動 子 配 列 方 向 が 略 同 一 面 内 と な る よ う に 嵌 合 さ れ る 穿 刺 ア
ダ プ タ で あ っ て 、
前 記 壁 部 の う ち 、 前 記 切 り 欠 き 溝 と 嵌 合 さ せ た と き に 前 記 切 り 欠 き 溝 の 前 記 所 定 方 向 と 略
垂 直 な 面 と 接 す る 壁 部 が 、 前 記 切 り 欠 き 溝 の 底 部 と 接 さ な い よ う に 、 当 該 壁 部 以 外 の 前 記
壁 部 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ５ 】
複 数 の 穿 刺 針 を 異 な る 角 度 で 保 持 す る た め に 各 穿 刺 針 が 案 内 さ れ る ガ イ ド 溝 が 複 数 の 壁 部
に 挟 ま れ て 複 数 形 成 さ れ た 、 穿 刺 ア ダ プ タ を 嵌 合 さ せ る 切 り 欠 き 溝 が 形 成 さ れ た 穿 刺 用 プ
ロ ー ブ で あ っ て 、
前 記 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 前 記 壁 部 の う ち 、 前 記 切 り 欠 き 溝 に 当 接 す る 壁 部 の 少 な く と も 何 れ
か は 、 そ の 壁 部 に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 を 、 複 数 の 穿 刺 針 が 並 設 さ れ た 方 向 に 露 出 す る
よ う に 切 り 欠 か れ て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 穿 刺 ア ダ プ タ が 嵌 合 す る 前 記 切 り 欠 き 溝 の 嵌 合 面 に は 、 前 記 穿 刺 ア ダ プ タ の 両 端 の ガ
イ ド 溝 に 案 内 さ れ る 穿 刺 針 の 縁 部 に 応 じ た 湾 曲 部 が 形 成 さ れ 、
前 記 両 端 の ガ イ ド 溝 に 案 内 さ れ る 穿 刺 針 は 前 記 ガ イ ド 溝 及 び 前 記 湾 曲 部 に 保 持 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 湾 曲 部 は 、 使 用 さ れ る 最 も 太 い 径 の 穿 刺 針 の 断 面 形 状 に 応 じ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ガ イ ド 溝 を ３ 個 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～ ７ の 何 れ か に 記 載 の 穿 刺 用 プ ロ ー
ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 穿 刺 針 を 被 検 体 に 刺 し 入 れ て 患 部 の 組 織 を 採 取 又 は 治 療 す る 穿 刺 術 に 用 い ら
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れ る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ 及 び そ れ に 装 着 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 患 者 体 内 の 患 部 か ら 組 織 を 穿 刺 針 で 採 取 す る 場 合 、 超 音 波 画 像 の ガ イ ド の も
と で 行 わ れ る こ と が 多 い 。 こ の 穿 刺 作 業 を よ り 容 易 に す る た め に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 穿 刺
針 を 装 着 す る た め の ア タ ッ チ メ ン ト が 各 種 実 用 化 さ れ て い る 。 特 に 近 年 で は 、 穿 刺 専 用 と
し て 開 発 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ６ は 、 穿 刺 専 用 と し て 開 発 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 以 下 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ と 称 す る 。
） の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ７ は 、 図 ６ に お い て Ｃ 方 向 か ら 見 た 穿 刺 用 プ ロ ー
ブ の 放 射 面 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 こ の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ は 、 穿 刺 針 ３ を 体 表 に 刺 し た 直 後 か
ら 超 音 波 画 像 の 確 認 が 可 能 と な る よ う に 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の 実 効 部 分 が 形 成 さ れ た 部 分
に 交 差 す る よ う に 穿 刺 針 ３ が 案 内 さ れ る 切 り 欠 き 溝 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 前 記
実 効 部 分 と は 、 図 示 は し て い な い が 、 超 音 波 振 動 子 が 列 設 さ れ て な る 振 動 子 列 が 配 置 さ れ
た 部 分 で あ り 、 振 動 子 列 は 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の 放 射 面 に 対 向 す る よ う に 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １
の 内 部 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 切 り 欠 き 溝 １ １ に は 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 。 図 ８ に 示 す よ
う に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 底 面 に は 、 複 数 の 壁 部 ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、 壁 部 ２ １ に 挟 ま れ
る よ う に し て 、 複 数 の 同 径 の 穿 刺 針 ３ を ガ イ ド す る た め の ガ イ ド 溝 ２ ２ が 、 異 な る 角 度 で
複 数 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 ガ イ ド 溝 ２ ２ に お い て 、 穿 刺 針 ３ が 挿 入 さ れ る 挿 入 口 は 、 案 内 さ れ る 穿 刺 針 ３ 毎
に 形 成 さ れ 、 案 内 さ れ た 穿 刺 針 ３ が 穿 刺 ア ダ プ タ ２ か ら 抜 け 出 る 抜 出 口 は 、 各 穿 刺 針 ３ が
共 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 異 な る 角 度 で ３ 本 の 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ
タ ２ で は 、 前 記 挿 入 口 は ３ つ 形 成 さ れ 、 抜 出 口 は １ つ 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の よ う な 形
態 の ガ イ ド 溝 ２ ２ が 形 成 さ れ る よ う に 壁 部 ２ １ の 形 状 が 決 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 ガ イ ド 溝 ２ ２ に 穿 刺 針 ３ を 装 着 す る こ と で 、 前 記 振 動 子 列 （ 図 示 せ ず
） に 対 し て 穿 刺 針 ３ の 位 置 及 び 角 度 を 固 定 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 穿 刺 術 で は 、 目 的 に 応 じ て さ ま ざ ま な 太 さ の 穿 刺 針 ３ を 使 用 す る 必 要 が あ る た め
に 、 異 な る 太 さ の 穿 刺 針 ３ 毎 に 複 数 種 類 の 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 用 意 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ９ は 、 図 ６ に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ９ で は 、 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ
れ た 穿 刺 ア ダ プ タ ２ と 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ と の 位 置 関 係 を 明 確 に す る た め 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ
１ も 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 こ の 切 り 欠 き 溝 １ １ に は 、 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る た め の 穿 刺 ア ダ プ タ
２ が 装 着 さ れ 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 底 面 に は 、 複 数 の 壁 部 ２ １ が 形 成 さ れ る こ と に よ っ て 、
壁 部 ２ １ 間 に ガ イ ド 溝 ２ ２ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 穿 刺 術 中 で は 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ に 接 続 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 （ 図 示 せ ず ） の 表 示 画 面
上 に 、 穿 刺 針 ３ の 予 定 進 入 路 で あ る ガ イ ド ラ イ ン と 体 内 に 刺 さ れ た 穿 刺 針 ３ が 表 示 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 超 音 波 ス キ ャ ン 面 の 中 で 穿 刺 針 ３ が 進 入 し て い く 経 路 を 特 定 す る こ と が で
き 、 従 っ て 超 音 波 断 層 像 に 、 穿 刺 針 ３ の 進 入 予 測 経 路 を ラ イ ン 状 の マ ー カ （ ニ ー ド ル マ ー
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カ ） と し て 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 術 者 は 、 超 音 波 断 層 像 で 当 該 ニ ー ド ル マ ー カ 上 に 存 在 す る 組 織 等 を 観 察 し 、 そ の ニ ー ド
ル マ ー カ 上 に 血 管 等 が 存 在 し て い な い こ と 及 び 穿 刺 針 ３ が 病 変 部 （ 採 取 タ ー ゲ ッ ト ） に 向
か っ て い る こ と を 確 認 し な が ら 、 患 者 体 表 に 対 す る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の 当 接 位 置 及 び 角 度
を 探 索 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の と き 、 対 応 す る 穿 刺 針 ３ の 太 さ が 異 な っ て い て も 、 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の 位 置 を ガ イ
ド ラ イ ン 上 に 合 わ せ る 必 要 が あ る の で 、 ガ イ ド 溝 ２ ２ を 形 成 す る 壁 部 ２ １ は 、 最 大 の 太 さ
の 穿 刺 針 ３ の 場 合 に 必 要 な 最 小 の 幅 寸 法 を と り つ つ 、 細 い 穿 刺 針 ３ の 場 合 は 、 そ の 幅 寸 法
を 増 し て い く こ と で 、 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の ア レ イ 方 向 に 対 す る 位 置 を 一 定 に 保 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 ど の 太 さ の 穿 刺 針 ３ を 用 い て も 、 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 が 変 化 し な い よ う に 、 穿 刺
ア ダ プ タ ２ は 、 最 も 太 い 穿 刺 針 ３ に 対 応 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ で 最 低 限 必 要 な 肉 厚 を 確 保 し
た 上 で 、 ガ イ ド 溝 ２ ２ を 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の 切 り 欠 き 溝 １ １ の 側 面 に で き る だ け 近 づ け た
構 造 を な し 、 細 い 穿 刺 針 ３ に 対 応 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ を 使 用 す る 場 合 は 、 ガ イ ド 溝 ２ ２ の
中 心 を 最 も 太 い 穿 刺 針 ３ の ガ イ ド 溝 ２ ２ の 中 心 と 一 致 さ せ た 構 造 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ２ ９ ９ ８ 号 公 報 （ 段 落 〔 ０ ０ ０ ２ 〕 － 〔 ０ ０ ０ ４ 〕 、
第 ７ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ で は 、 切 り 欠 き 溝 １ １ を 設 け る た め に 、 前
記 振 動 子 列 が 欠 損 す る こ と は 避 け ら れ な い 。 特 に 、 切 り 欠 き 溝 １ １ の 大 き さ は 、 最 大 太 さ
の 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 大 き さ に 依 存 す る の で 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 大 き さ
に よ っ て は 、 前 記 振 動 子 列 が 配 設 さ れ る 領 域 （ 実 効 部 分 ） が 大 き く 切 り 欠 か れ る こ と と な
り 、 分 解 能 が 低 下 す る と い っ た 影 響 が 大 き く な る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 特 に 、 切 り 欠 き 溝 １ １ に お け る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 抜 出 口 付 近 は 、 当 該 切 り 欠 き 溝 １ １ に
よ っ て 超 音 波 振 動 子 が 欠 損 す る の で 、 分 解 能 に 影 響 を 与 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の 影 響 を 最 小 限 に す る た め に 、 切 り 欠 き 溝 １ １ を で き る だ け 小 さ く す る こ と が 望 ま れ
て い る が 、 従 来 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ 及 び 穿 刺 ア ダ プ タ ２ で は 、 複 数 の 壁 部 ２ １ に よ っ て 形
成 さ れ る ガ イ ド 溝 ２ ２ の 構 造 が 一 様 で あ る た め に 、 切 り 欠 き 溝 １ １ の 最 小 化 に 限 界 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 最 小 限 に す る た め に は 、 穿 刺 針 ３ は 、 で き る だ け 穿 刺 用 プ
ロ ー ブ １ の 切 り 欠 き 溝 １ １ の 側 面 部 １ １ ａ に 近 い 位 置 で 案 内 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 従 来 の 穿 刺 ア ダ プ タ は 構 造 が 複 雑 で 分 解 が 容 易 で な く 、 着 脱 時 に 穿 刺 用 プ ロ ー ブ
に 力 が か か る 等 の 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 穿 刺 ア ダ プ タ を
装 着 す る た め に 形 成 さ れ る 切 り 欠 き 溝 に よ っ て 超 音 波 振 動 子 が 欠 損 し 、 そ れ に よ り 生 じ る
分 解 能 の 悪 化 を 低 減 す る た め に 、 小 型 化 さ れ た 穿 刺 ア ダ プ タ 及 び 切 り 欠 き 溝 を 小 さ く し た
穿 刺 用 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 複 数 の 壁 部 が
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形 成 さ れ る こ と に よ り 、 複 数 の 穿 刺 針 を 異 な る 角 度 で 各 穿 刺 針 が 案 内 さ れ る ガ イ ド 溝 が 複
数 形 成 さ れ 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 溝 に 嵌 合 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ で あ っ て
、 前 記 壁 部 の う ち 、 前 記 切 り 欠 き 溝 に 当 接 す る 壁 部 の 少 な く と も 何 れ か は 、 そ の 壁 部 に よ
っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 を 複 数 の 穿 刺 針 が 並 ぶ 方 向 に 露 出 す る よ う に 、 切 り 欠 か れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 か か る 構 成 と す る こ と に よ り 、 穿 刺 ア ダ プ タ が 小 型 化 さ れ る の で 、 穿 刺 ア ダ プ タ が 嵌 合
し て 収 納 さ れ る 切 り 欠 き 溝 の 大 き さ も 、 従 来 よ り 小 さ く す る こ と が で き 、 超 音 波 振 動 子 の
欠 損 を 最 小 限 に 留 め 、 分 解 能 の 悪 化 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 請 求 項 １ に 記
載 の 穿 刺 ア ダ プ タ に お い て 、 前 記 複 数 の 壁 部 の う ち 、 両 端 の 少 な く と も 何 れ か の 壁 部 は 、
穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 切 り 欠 き 溝 に 嵌 合 さ せ た と き に 、 当 該 壁 部 に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 が
前 記 切 り 欠 き 溝 に よ っ て 保 持 さ れ る よ う に 少 な く と も 一 部 が 切 り 欠 か れ た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 か か る 構 成 の よ う に 、 前 記 複 数 の 壁 部 の う ち 、 両 端 の 少 な く と も 何 れ か の 壁 部 は 、 穿 刺
用 プ ロ ー ブ の 切 り 欠 き 溝 に 嵌 合 さ せ た と き に 、 当 該 壁 部 に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 が 前 記
切 り 欠 き 溝 に よ っ て 保 持 さ れ る よ う に 少 な く と も 一 部 が 切 り 欠 か れ た こ と に よ り 、 従 来 、
両 端 の 穿 刺 針 と 前 記 切 り 欠 き 溝 の 側 面 部 と の 間 に 介 在 し て い た 両 端 の 壁 部 を 小 さ く す る こ
と が で き る の で 、 穿 刺 ア ダ プ タ の 小 型 化 が 実 現 し 、 結 果 と し て 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 切 り 欠 き
溝 も 小 さ く な る の で 、 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 最 小 限 に 留 め 、 分 解 能 の 悪 化 を 低 減 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 穿 刺 針 を 所 定
角 度 で 案 内 す る た め の ガ イ ド 溝 が 前 記 穿 刺 針 の 太 さ に 応 じ て 形 成 さ れ 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ に
形 成 さ れ た 切 り 欠 き 溝 に 嵌 合 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ で あ っ て 、 前 記 ガ イ ド 溝 は 、 前 記 穿 刺 針
が 、 少 な く と も 前 記 ガ イ ド 溝 、 前 記 切 り 欠 き 溝 の 底 部 、 及 び こ の 底 部 以 外 の 前 記 切 り 欠 き
溝 の 一 部 に 当 接 し て ガ イ ド さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 か か る 構 成 の よ う に 、 前 記 穿 刺 針 が 、 少 な く と も 前 記 ガ イ ド 溝 、 前 記 切 り 欠 き 溝 の 底 部
、 及 び こ の 底 部 以 外 の 前 記 切 り 欠 き 溝 の 一 部 に 当 接 し て ガ イ ド さ れ る よ う に 前 記 ガ イ ド 溝
を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 穿 刺 ア ダ プ タ の 小 型 化 が 実 現 し 、 結 果 と し て 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の
切 り 欠 き 溝 も 小 さ く な る の で 、 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 最 小 限 に 留 め 、 分 解 能 の 悪 化 を 低 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 複 数 の 壁 部 が
形 成 さ れ る こ と に よ り 、 穿 刺 針 を 異 な る 角 度 で 保 持 す る た め の ガ イ ド 溝 が 所 定 方 向 に 配 列
さ れ て 複 数 形 成 さ れ 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 溝 に 、 前 記 所 定 方 向 と 当 該 穿
刺 用 プ ロ ー ブ の 振 動 子 配 列 方 向 が 略 同 一 面 内 と な る よ う に 嵌 合 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ で あ っ
て 、 前 記 壁 部 の う ち 、 前 記 切 り 欠 き 溝 と 嵌 合 さ せ た と き に 前 記 切 り 欠 き 溝 の 前 記 所 定 方 向
と 略 垂 直 な 面 と 接 す る 壁 部 が 、 前 記 切 り 欠 き 溝 の 底 部 と 接 さ な い よ う に 、 当 該 壁 部 以 外 の
前 記 壁 部 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ は 、 複 数 の 同 径
の 穿 刺 針 を 異 な る 角 度 で 保 持 す る た め に 各 穿 刺 針 が 案 内 さ れ る ガ イ ド 溝 が 複 数 の 壁 部 に 挟
ま れ て 複 数 形 成 さ れ た 穿 刺 ア ダ プ タ を 嵌 合 さ せ る 切 り 欠 き 溝 が 形 成 さ れ た 、 穿 刺 用 プ ロ ー
ブ で あ っ て 、 前 記 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 前 記 壁 部 の う ち 、 前 記 切 り 欠 き 溝 に 当 接 す る 壁 部 の 少
な く と も 何 れ か は 、 そ の 壁 部 に よ っ て 案 内 さ れ る 穿 刺 針 を 、 複 数 の 穿 刺 針 が 並 ん だ 方 向 に
露 出 す る よ う に 切 り 欠 か れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 か か る 構 成 は 、 前 記 壁 部 の う ち 、 前 記 切 り 欠 き 溝 に 当 接 す る 壁 部 （ 穿 刺 ア ダ プ タ に お け
る 両 端 の 壁 部 ） の 少 な く と も 何 れ か が 切 り 欠 か れ 、 そ の 切 り 欠 き 形 状 は 当 該 壁 部 に よ っ て
形 成 さ れ る ガ イ ド 溝 に 案 内 さ れ る 穿 刺 針 が 露 出 す る よ う に 形 成 さ れ た 構 成 で あ る 。 こ こ で
、 当 該 穿 刺 針 が 露 出 さ れ る 方 向 は 、 従 来 の 穿 刺 ア ダ プ タ に お い て 全 て の 穿 刺 針 が 露 出 す る
方 向 （ 各 壁 部 が 突 出 す る 方 向 ） で は な く 、 各 穿 刺 針 が ガ イ ド 溝 に 嵌 入 さ れ る こ と に よ っ て
並 ん だ 方 向 で あ る 。 従 っ て 、 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 少 な く と も 両 端 の 何 れ か の 壁 部 が 、
従 来 の 形 状 に 対 し て 部 分 的 に 切 り 落 と さ れ た 形 状 と な り 、 穿 刺 針 が 並 ん だ 方 向 で 穿 刺 ア ダ
プ タ の 寸 法 が 小 さ く な る の で 、 穿 刺 ア ダ プ タ の 小 型 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 穿
刺 ア ダ プ タ の 小 型 化 に 伴 い 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 切 り 欠 き 溝 も 小 さ く な る の で 、 超 音 波 振 動
子 の 欠 損 を 最 小 限 に 留 め 、 分 解 能 の 悪 化 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ は 、 請 求 項 ５ に
記 載 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ に お い て 、 前 記 穿 刺 ア ダ プ タ が 嵌 合 す る 前 記 切 り 欠 き 溝 の 嵌 合 面 に
は 、 前 記 穿 刺 ア ダ プ タ の 両 端 の ガ イ ド 溝 に 案 内 さ れ る 穿 刺 針 の 縁 部 に 応 じ た 湾 曲 部 が 形 成
さ れ 、 前 記 両 端 の ガ イ ド 溝 に 案 内 さ れ る 穿 刺 針 は 前 記 ガ イ ド 溝 及 び 前 記 湾 曲 部 に 保 持 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 か か る 構 成 と す る こ と に よ り 、 最 外 端 の 穿 刺 針 を 、 従 来 の よ う に ガ イ ド 溝 と 嵌 合 面 の 底
面 部 と に よ っ て 保 持 さ れ る の で は な く 、 ガ イ ド 溝 と 、 嵌 合 面 を 構 成 す る 側 面 部 、 湾 曲 部 及
び 底 面 部 と に よ っ て 保 持 す る こ と と な り 、 自 ず と 両 端 の 壁 部 の 幅 寸 法 を 、 ガ イ ド 溝 の 並 設
方 向 に 短 縮 す る こ と が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 穿 刺 ア ダ プ タ の 小 型 化 を 実 現 し 、 結 果 と し て
穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 切 り 欠 き 溝 も 小 さ く な る の で 、 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 最 小 限 に 留 め 、 分
解 能 の 悪 化 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 前 記 側 面 部 と は 、 前 記 複 数 の 穿 刺 針 の う ち 両 端 の ガ イ ド 溝 に 案 内 さ れ る 穿 刺 針
の 一 部 を 保 持 す る 面 を 指 し 、 前 記 底 面 部 と は 、 前 記 複 数 の 穿 刺 針 の そ れ ぞ れ の 一 部 を 保 持
す る 面 を 指 す 。 そ し て 、 前 記 湾 曲 部 は 前 記 側 面 部 と 前 記 底 面 部 と を 連 結 す る よ う に 形 成 さ
れ る 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ は 、 請 求 項 ６ に
記 載 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ に お い て 、 前 記 湾 曲 部 は 、 使 用 さ れ る 最 も 太 い 径 の 穿 刺 針 の 断 面 形
状 に 応 じ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 か か る 構 成 の よ う に 、 穿 刺 ア ダ プ タ と 切 り 欠 き 溝 と が 嵌 合 す る 嵌 合 面 の 湾 曲 部 の 形 状 を
、 使 用 さ れ る 最 も 太 い 径 の 穿 刺 針 の 断 面 形 状 に 応 じ て 形 成 し 、 他 の 太 さ の 穿 刺 針 を 案 内 す
る 穿 刺 ア ダ プ タ の 最 外 端 の 壁 部 の 形 状 を 当 該 穿 刺 針 が 保 持 さ れ る 形 状 と す る こ と で 、 両 端
の 壁 部 の 幅 寸 法 が ガ イ ド 溝 の 並 設 方 向 に 短 縮 さ れ た 構 成 を 維 持 し つ つ 、 様 々 な 太 さ の 穿 刺
針 を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ を 提 供 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 「 使 用 さ れ る 最 も 太 い 径 の
穿 刺 針 に 応 じ て 嵌 合 面 を 形 成 す る 」 と は 、 例 え ば 、 使 用 さ れ る 最 も 太 い 径 の 穿 刺 針 の 縁 部
に 沿 っ た 湾 曲 部 が 前 記 嵌 合 面 の 一 部 と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ は 、 請 求 項 ５ ～
７ の 何 れ か に 記 載 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ に お い て 、 前 記 ガ イ ド 溝 を ３ 個 と し た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 穿 刺 ア ダ プ タ を 小 型 化 し た こ と に 伴 い 、 穿 刺 ア ダ プ タ が 嵌 合 す る 切 り
欠 き 溝 を 小 さ く で き る の で 、 従 来 よ り も 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 最 小 に で き 、 画 像 の 分 解 能
に 与 え る 影 響 を 最 小 に で き る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 穿 刺 ア ダ プ タ の 両 端 の ガ イ ド 溝 が 一 部 切 り 欠 か れ た 構 造 と な る の で 、 穿 刺 ア ダ プ
タ の 洗 浄 ・ 消 毒 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 一 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、
図 １ （ ａ ） は 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ に 穿 刺 ア ダ プ タ を 装 着 さ せ た と き の 斜 視 図 、 図 １ （ ｂ ） は
、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ か ら 穿 刺 ア ダ プ タ を 取 り 外 し た と き の 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 本
発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ の 一 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ は 、 穿 刺 針 ３ を 体 表
に 刺 し た 直 後 か ら 超 音 波 画 像 の 確 認 が 可 能 と な る よ う に 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の 実 効 部 分 が
形 成 さ れ た 部 分 に 交 差 す る よ う に 穿 刺 針 ３ が 案 内 さ れ る 切 り 欠 き 溝 １ １ が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 嵌 合 す る 切 り 欠 き 溝 １ １ の 嵌 合 面 は 、 少 な く と も 前 記 複 数 の
穿 刺 針 の う ち 後 述 す る 両 端 の ガ イ ド 溝 に 案 内 さ れ る 穿 刺 針 ３ の 一 部 を 保 持 す る 側 面 部 １ １
ａ と 、 複 数 の 穿 刺 針 ３ の そ れ ぞ れ の 一 部 を 保 持 す る 底 面 部 １ １ ｂ と か ら 構 成 さ れ る 。 ま た
、 前 記 実 効 部 分 と は 、 図 示 は し て い な い が 、 振 動 子 列 が 形 成 さ れ た 部 分 で あ り 、 振 動 子 列
は 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の 放 射 面 に 対 向 す る よ う に 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の 内 部 に 設 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 切 り 欠 き 溝 １ １ に は 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 。 図 ２ に 示 す よ
う に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 底 面 に は 、 複 数 の 壁 部 ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、 壁 部 ２ １ に 挟 ま れ
る よ う に し て 、 複 数 の 同 径 の 穿 刺 針 ３ を ガ イ ド す る た め の ガ イ ド 溝 ２ ２ が 、 異 な る 角 度 で
複 数 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 ガ イ ド 溝 ２ ２ に お い て 、 穿 刺 針 ３ が 挿 入 さ れ る 挿 入 口 は 、 案 内 さ れ る 穿 刺 針 ３ 毎
に 形 成 さ れ 、 案 内 さ れ た 穿 刺 針 ３ が 穿 刺 ア ダ プ タ ２ か ら 抜 け 出 る 抜 出 口 は 、 各 穿 刺 針 ３ が
共 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 異 な る 角 度 で ３ 本 の 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ
タ ２ で は 、 前 記 挿 入 口 は ３ つ 形 成 さ れ 、 抜 出 口 は １ つ 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の よ う な 形
態 の ガ イ ド 溝 ２ ２ が 形 成 さ れ る よ う に 壁 部 ２ １ の 形 状 が 決 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 ガ イ ド 溝 ２ ２ を 形 成 す る 複 数 の 壁 部 ２ １ の う ち 、 両 端 の 壁 部 ２ １ ａ （ 穿 刺 ア ダ
プ タ ２ が 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た と き に 切 り 欠 き 溝 １ １ の 側 面 部 １ １ ａ に 当 接 す る 壁
部 ２ １ ） は 、 他 の 壁 部 ２ １ に 比 べ て 、 案 内 す る 穿 刺 針 ３ が 側 面 部 １ １ ａ 側 に 露 出 す る よ う
に 一 部 が 切 り 欠 か れ て い る 。 例 え ば 、 最 大 太 さ （ 最 大 の 径 ） の 穿 刺 針 用 の 穿 刺 ア ダ プ タ ２
に お い て 、 両 端 の 壁 部 ２ １ ａ は 、 案 内 す る 穿 刺 針 ３ の 接 線 方 向 に 切 り 落 と さ れ た 形 状 を な
す 。 こ の 壁 部 ２ １ ａ の 形 状 は 必 ず し も 両 端 に 形 成 さ れ る 必 要 は な く 、 片 端 で も よ い 。 片 端
が こ の よ う な 形 状 を な す だ け で も 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ 及 び 切 り 欠 き 溝 １ １ を 小 さ く す る こ と
が で き る か ら で あ る 。 ま た 、 壁 部 ２ １ ａ は 、 挿 入 口 に お け る 壁 部 ２ １ ａ に 限 ら れ ず 、 抜 出
口 に お け る 壁 部 ２ １ ａ と し て 適 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 ガ イ ド 溝 ２ ２ に 穿 刺 針 ３ を 装 着 す る こ と で 、 前 記 振 動 子 列 （ 図 示 せ ず
） に 対 し て 穿 刺 針 ３ の 位 置 及 び 角 度 を 固 定 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 穿 刺 術 で は 、 目 的 に 応 じ て さ ま ざ ま な 太 さ の 穿 刺 針 ３ を 使 用 す る 必 要 が あ る た め
に 、 異 な る 太 さ の 穿 刺 針 ３ 毎 に 複 数 種 類 の 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 用 意 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ 及 び 穿 刺 ア ダ プ タ の 一 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示
す 断 面 図 で あ り 、 図 １ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 例 え ば 、 ３ 種 類 の 太 さ の 穿 刺 針 を 異
な る 角 度 で 案 内 す る 各 穿 刺 ア ダ プ タ を 用 い た と き に 、 図 ３ （ ａ ） は 、 最 大 の 穿 刺 針 の 太 さ
に 対 応 し た 穿 刺 ア ダ プ タ を 用 い た 場 合 、 図 ３ （ ｂ ） は や や 細 い 穿 刺 針 に 対 応 し た 穿 刺 ア ダ
プ タ を 用 い た 場 合 、 図 ３ （ ｃ ） は 、 最 も 細 い 穿 刺 針 の 太 さ に 対 応 し た 穿 刺 ア ダ プ タ を 用 い
た 場 合 を 示 し て い る 。 な お 、 図 ３ で は 、 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た 穿 刺 ア ダ プ タ ２ と 穿
刺 用 プ ロ ー ブ １ と の 位 置 関 係 を 明 確 に す る た め 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ も 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 使 用 さ れ る 最 大 太 さ の 両 端 の 穿 刺 針 ３ は 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １
の 切 り 欠 き 溝 １ １ の 側 面 部 １ １ ａ で 直 接 案 内 さ れ る た め 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 最 外 端 の 壁 部
２ １ ａ に よ っ て 両 端 の 穿 刺 針 ３ が 案 内 さ れ る 従 来 例 に 比 べ 、 切 り 欠 き 溝 １ １ の 側 面 部 １ １
ａ が 穿 刺 針 ３ に 近 づ い て い る 。 従 っ て 、 従 来 の 構 成 よ り も 側 面 部 １ １ ａ に 穿 刺 針 ３ が 近 づ
い て い る 分 だ け 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 少 な く す る こ と が で き 、 分 解 能 に 与 え る 影 響 を 最 小
限 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 両 端 の 壁 部 ２ １ ａ は 、 両 端 の 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の 垂 線 か ら み て
、 仰 角 θ （ 例 え ば θ ＝ ４ ５ ° ） の 位 置 で 切 り 欠 か れ て い る 。 こ の こ と に よ り 、 穿 刺 ア ダ プ
タ ２ の 最 外 と な る 壁 部 ２ １ ａ を 従 来 の よ う に 底 面 部 １ １ ｂ 方 向 に 充 分 に 確 保 し な く て も 、
穿 刺 針 ３ を 適 正 に 保 持 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ ら に 、 切 り 欠 き 溝 １ １ に は 使 用 さ れ る 最 大 太 さ の 穿 刺 針 ３ の 断 面 形 状 （ 曲 率 ） に 応 じ
た 湾 曲 部 １ １ ｃ が 側 面 部 １ １ ａ と 底 面 部 １ １ ｃ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 使 用 さ
れ る 最 大 太 さ の 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た 場 合 、
両 端 の 穿 刺 針 ３ は 、 ガ イ ド 溝 １ １ の 内 面 と 、 側 面 部 １ １ ａ と 、 湾 曲 部 １ １ ｂ と 、 底 面 部 １
１ ｃ と に よ っ て 保 持 さ れ る こ と と な り 、 他 の 穿 刺 針 ３ （ 同 径 の 穿 刺 針 ３ が 角 度 を 異 な ら せ
て ３ 本 以 上 案 内 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ に お け る 両 端 の 穿 刺 針 ３ 間 の 穿 刺 針 ３ を 指 す ） は 、
ガ イ ド 溝 １ １ の 内 面 と 、 底 面 部 １ １ ｃ と に よ っ て 保 持 さ れ る こ と と な る 。 特 に 、 最 大 太 さ
の 穿 刺 針 ３ は 、 当 該 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た 場
合 に 、 そ の 表 面 が 湾 曲 部 １ １ ｂ に 対 し て ほ ぼ 密 接 し て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ３ （ ｂ ） は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 し た 穿 刺 針 よ り や や 細 い 穿 刺 針 の 場 合 で あ る が 、 穿 刺 ア
ダ プ タ ２ の 両 端 の 壁 部 ２ １ ａ は 、 両 端 の 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の 垂 線 か ら み て 、 仰 角 θ （ 例 え
ば θ ＝ ４ ５ ° ） の 位 置 で 切 り 欠 か れ て い る 。 こ の こ と に よ り 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 最 外 と な
る 壁 部 ２ １ ａ を 従 来 の よ う に 底 面 部 １ １ ｂ 方 向 に 充 分 に 確 保 し な く て も 、 穿 刺 針 ３ を 適 正
に 保 持 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 従 来 の 構 成 よ り も 側 面 部 １ １ ａ に 穿 刺 針 ３ が 近 づ い
て い る 分 だ け 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 少 な く す る こ と が で き 、 分 解 能 に 与 え る 影 響 を 最 小 限
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ３ （ ｃ ） は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 し た 穿 刺 針 よ り や や 細 い 穿 刺 針 の 場 合 で あ る が 、 前 述 同
様 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 両 端 の 壁 部 ２ １ ａ は 、 両 端 の 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の 垂 線 か ら み て 、 仰
角 θ （ 例 え ば θ ＝ ４ ５ ° ） の 位 置 で 切 り 欠 か れ て い る 。 こ の こ と に よ り 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２
の 最 外 と な る 壁 部 ２ １ ａ を 従 来 の よ う に 底 面 部 １ １ ｂ 方 向 に 充 分 に 確 保 し な く て も 、 穿 刺
針 ３ を 適 正 に 保 持 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 従 来 の 構 成 よ り も 側 面 部 １ １ ａ に 穿 刺 針
３ が 近 づ い て い る 分 だ け 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 少 な く す る こ と が で き 、 分 解 能 に 与 え る 影
響 を 最 小 限 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 切 り 欠 き 溝 １ １ の 湾 曲 部 １ １ ｃ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 し た 最 大 太 さ の 穿 刺 針 ３ の 断
面 形 状 （ 曲 率 ） に 応 じ て 形 成 さ れ て い る た め 、 図 ３ （ ｂ ） 及 び 図 ３ （ ｃ ） に 示 し た 太 さ の
両 端 の 穿 刺 針 ３ は 、 最 大 太 さ の 穿 刺 針 ３ の よ う に 、 湾 曲 部 １ １ ｃ に 密 接 さ れ な い が 、 前 述
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し た よ う に 、 案 内 さ れ る 穿 刺 針 の 径 に 応 じ て 両 端 の 壁 部 ２ １ ａ の 形 状 が 決 定 さ れ 、 そ の 両
端 の 壁 部 ２ １ ａ に よ っ て 当 該 穿 刺 針 ３ の 保 持 は 担 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ こ で 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ を 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ せ る 際 の 機 構 に つ い て 説 明 す る 。 図
４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ の 一 実 施 形 態 に お け る 嵌 合 構 成 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ に は 、 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ せ
る 際 に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ 本 体 を 切 り 欠 き 溝 １ １ に 固 着 さ せ る た め の つ ま み 部 材 ２ ３ が 着 脱
自 在 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 着 脱 機 構 は 、 つ ま み 部 材 ２ ３ の 方 向 を 合 わ せ て 、 穿 刺 ア ダ プ
タ の 切 り 欠 き 部 ２ ４ に 合 わ せ て ス ラ イ ド さ せ 、 時 計 周 り に 約 ４ ５ ° 回 転 さ せ 、 つ ま み 部 材
２ ３ を 押 し 込 む こ と に よ り 完 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の つ ま み 部 材 ２ ３ は 、 ２ ヶ 所 を 直 線 状 に 切 り 欠 い た 円 盤 状 の 嵌 合 突 起 部 ２ ５ が 設 け ら
れ て い る 。 こ の 円 盤 状 の 嵌 合 突 起 部 ２ ５ は 、 直 線 状 の 切 り 欠 き 部 ２ ４ が 穿 刺 ア ダ プ タ の 外
形 （ 縁 面 ） に 収 ま る よ う な 形 状 に 設 計 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 こ
の つ ま み 部 材 ２ ３ を 約 ９ ０ ° 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 円 盤 状 の 嵌 合 突 起 部 ２ ５ が 穿 刺 ア ダ
プ タ ２ の 縁 面 か ら 突 出 し 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の 切 り 欠 き 溝 １ １ の 側 面 部 １ １ ａ に 形 成 さ れ
た 凹 部 １ １ ｄ （ 図 １ （ ｂ ） 参 照 ） と 嵌 合 す る こ と で 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １
の 切 り 欠 き 溝 １ １ 内 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 穿 刺 ア ダ プ タ ２ を 切 り 欠 き 溝 １ １ か ら 取 り 外 す 時 は 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 上 記 と
逆 の 手 順 で 、 つ ま み 部 材 ２ ３ を 約 ９ ０ ° 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 縁 面 か
ら 突 出 し た 円 盤 状 の 嵌 合 突 起 部 ２ ５ を 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 内 部 に 収 納 し て 、 嵌 合 突 起 部 ２ ５
と 切 り 欠 き 溝 １ １ の 側 面 部 １ １ ａ に 形 成 さ れ た 凹 部 １ １ ｄ （ 図 １ （ ｂ ） 参 照 ） と の 嵌 合 状
態 を 解 除 さ せ る こ と で 行 わ れ る 。 こ の よ う な 機 構 を 穿 刺 ア ダ プ タ ２ に 採 用 す る こ と に よ り
、 穿 刺 ア ダ プ タ 自 体 の 分 解 が 可 能 と な り 、 容 易 に 洗 浄 ・ 消 毒 の 作 業 が 行 え る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 穿 刺 術 中 で は 、 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ に 接 続 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 （ 図 示 せ ず ） の 表 示 画 面
上 に 、 穿 刺 針 ３ の 予 定 進 入 路 で あ る ガ イ ド ラ イ ン と 体 内 に 刺 さ れ た 穿 刺 針 ３ が 表 示 さ れ る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 超 音 波 ス キ ャ ン 面 の 中 で 穿 刺 針 ３ が 進 入 し て い く 経 路 を 特 定 す る こ と が で
き 、 従 っ て 超 音 波 断 層 像 に 、 穿 刺 針 ３ の 進 入 予 測 経 路 を ラ イ ン 状 の マ ー カ （ ニ ー ド ル マ ー
カ ） と し て 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 術 者 は 、 超 音 波 断 層 像 で 当 該 ニ ー ド ル マ ー カ 上 に 存 在 す る 組 織 等 を 観 察 し 、 そ の ニ ー ド
ル マ ー カ 上 に 血 管 等 が 存 在 し て い な い こ と 及 び 穿 刺 針 ３ が 病 変 部 （ 採 取 タ ー ゲ ッ ト ） に 向
か っ て い る こ と を 確 認 し な が ら 、 患 者 体 表 に 対 す る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の 当 接 位 置 及 び 角 度
を 探 索 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の と き 、 対 応 す る 穿 刺 針 ３ の 太 さ が 異 な っ て い て も 、 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の 位 置 を ガ イ
ド ラ イ ン 上 に 合 わ せ る 必 要 が あ る の で 、 ガ イ ド 溝 ２ ２ を 形 成 す る 壁 部 ２ １ は 、 最 大 の 太 さ
の 穿 刺 針 ３ の 場 合 に 必 要 な 最 小 の 幅 寸 法 を と り つ つ 、 細 い 穿 刺 針 ３ の 場 合 は 、 そ の 幅 寸 法
を 増 し て い く こ と で 、 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の ア レ イ 方 向 に 対 す る 位 置 を 一 定 に 保 っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 他 の 実 施 形 態 ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ の 他 の 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ り 、
例 え ば 、 ３ 種 類 の 太 さ の 穿 刺 針 を 異 な る 角 度 で 案 内 す る 各 穿 刺 ア ダ プ タ を 用 い た と き に 、
図 ５ （ ａ ） は 、 最 大 の 穿 刺 針 の 太 さ に 対 応 し た 穿 刺 ア ダ プ タ を 用 い た 場 合 、 図 ５ （ ｂ ） は
や や 細 い 穿 刺 針 に 対 応 し た 穿 刺 ア ダ プ タ を 用 い た 場 合 、 図 ５ （ ｃ ） は 、 最 も 細 い 穿 刺 針 の
太 さ に 対 応 し た 穿 刺 ア ダ プ タ を 用 い た 場 合 を 示 し て い る 。 な お 、 図 ５ で は 、 切 り 欠 き 溝 １
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１ に 嵌 合 さ れ た 穿 刺 ア ダ プ タ ２ と 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ と の 位 置 関 係 を 明 確 に す る た め 、 穿 刺
用 プ ロ ー ブ １ も 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 最 大 太 さ の 穿 刺 針 以 外 の 穿 刺 針 ３ を 保 持 す る 場 合 に 、 最 大 太 さ の
穿 刺 針 ３ の 断 面 形 状 （ 曲 率 ） に 応 じ た 湾 曲 部 １ １ ｃ と 壁 部 ２ １ ａ と を 利 用 し て 、 様 々 な 径
の 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 を 維 持 し つ つ 案 内 す る ガ イ ド 溝 ２ ２ を 有 し た 穿 刺 ア ダ プ タ ２ に つ い て
説 明 し た が 、 本 実 施 形 態 で は 、 異 な る 径 の 穿 刺 針 ３ を 使 用 す る 必 要 が な い 場 合 に 適 用 す る
も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 径 が 異 な る 複 数 の 穿 刺 針 ３ を 使 用 す る こ と が で き る 穿 刺 用 プ ロ
ー ブ １ で は な く 、 １ 種 類 の 穿 刺 ア ダ プ タ ２ を 装 着 す る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ １ の よ う に 、 ガ イ ド
溝 ２ ２ を 構 成 す る 壁 部 ２ １ を 形 成 す る に あ た り 、 使 用 す る 径 に 応 じ て 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 を
定 め る 必 要 が な い 場 合 に 適 用 す る も の で あ る 。 従 っ て 、 使 用 す る 最 大 太 さ の 穿 刺 針 ３ 用 の
穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 形 状 及 び そ の 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 嵌 合 す る 切 り 欠 き 溝 １ １ の 形 状 は 前 述 の
実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 使 用 さ れ る 最 大 太 さ の 両 端 の 穿 刺 針 ３ は 、 穿 刺
用 プ ロ ー ブ １ の 切 り 欠 き 溝 １ １ の 側 面 部 １ １ ａ で 直 接 案 内 さ れ る た め 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の
最 外 端 の 壁 部 ２ １ ａ に よ っ て 両 端 の 穿 刺 針 ３ が 案 内 さ れ る 従 来 例 に 比 べ 、 切 り 欠 き 溝 １ １
の 側 面 部 １ １ ａ が 穿 刺 針 ３ に 近 づ い て い る 。 従 っ て 、 従 来 の 構 成 よ り も 側 面 部 １ １ ａ に 穿
刺 針 ３ が 近 づ い て い る 分 だ け 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 少 な く す る こ と が で き 、 分 解 能 に 与 え
る 影 響 を 最 小 限 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 両 端 の 壁 部 ２ １ ａ は 、 両 端 の 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の 垂 線 か ら み て
、 仰 角 θ （ 例 え ば θ ＝ ４ ５ ° ） の 位 置 で 切 り 欠 か れ て い る 。 こ の こ と に よ り 、 穿 刺 ア ダ プ
タ ２ の 最 外 と な る 壁 部 ２ １ ａ を 従 来 の よ う に 底 面 部 １ １ ｂ 方 向 に 充 分 に 確 保 し な く て も 、
穿 刺 針 ３ を 適 正 に 保 持 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 従 来 の 構 成 よ り も 側 面 部 １ １ ａ に 穿
刺 針 ３ が 近 づ い て い る 分 だ け 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 少 な く す る こ と が で き 、 分 解 能 に 与 え
る 影 響 を 最 小 限 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 さ ら に 、 切 り 欠 き 溝 １ １ に は 使 用 さ れ る 最 大 太 さ の 穿 刺 針 ３ の 断 面 形 状 （ 曲 率 ） に 応 じ
た 湾 曲 部 １ １ ｃ が 側 面 部 １ １ ａ と 底 面 部 １ １ ｃ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 使 用 さ
れ る 最 大 太 さ の 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た 場 合 、
両 端 の 穿 刺 針 ３ は 、 ガ イ ド 溝 １ １ の 内 面 と 、 側 面 部 １ １ ａ と 、 湾 曲 部 １ １ ｂ と 、 底 面 部 １
１ ｃ と に よ っ て 保 持 さ れ る こ と と な り 、 他 の 穿 刺 針 ３ （ 同 径 の 穿 刺 針 ３ が 角 度 を 異 な ら せ
て ３ 本 以 上 案 内 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ に お け る 両 端 の 穿 刺 針 ３ 間 の 穿 刺 針 ３ を 指 す ） は 、
ガ イ ド 溝 １ １ の 内 面 と 、 底 面 部 １ １ ｃ と に よ っ て 保 持 さ れ る こ と と な る 。 特 に 、 最 大 太 さ
の 穿 刺 針 ３ は 、 当 該 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た 場
合 に 、 そ の 表 面 が 湾 曲 部 １ １ ｂ に 対 し て ほ ぼ 密 接 し て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ５ （ ｂ ） は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 し た 穿 刺 針 よ り や や 細 い 穿 刺 針 の 場 合 で あ る が 、 穿 刺 ア
ダ プ タ ２ の 両 端 の 壁 部 ２ １ ａ は 、 両 端 の 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の 垂 線 か ら み て 、 仰 角 θ （ 例 え
ば θ ＝ ４ ５ ° ） の 位 置 で 切 り 欠 か れ て い る 。 こ の こ と に よ り 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 最 外 と な
る 壁 部 ２ １ ａ を 従 来 の よ う に 底 面 部 １ １ ｂ 方 向 に 充 分 に 確 保 し な く て も 、 穿 刺 針 ３ を 適 正
に 保 持 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 従 来 の 構 成 よ り も 側 面 部 １ １ ａ に 穿 刺 針 ３ が 近 づ い
て い る 分 だ け 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 少 な く す る こ と が で き 、 分 解 能 に 与 え る 影 響 を 最 小 限
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 切 り 欠 き 溝 １ １ に は 、 使 用 さ れ る 当 該 穿 刺 針 ３ の 断 面 形 状 （ 曲 率 ） に 応 じ た 湾 曲
部 １ １ ｃ が 側 面 部 １ １ ａ と 底 面 部 １ １ ｃ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 使 用 さ れ る 当
該 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た 場 合 、 両 端 の 穿 刺 針
３ は 、 ガ イ ド 溝 １ １ の 内 面 と 、 側 面 部 １ １ ａ と 、 湾 曲 部 １ １ ｂ と 、 底 面 部 １ １ ｃ と に よ っ
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て 保 持 さ れ る こ と と な り 、 他 の 穿 刺 針 ３ （ 同 径 の 穿 刺 針 ３ が 角 度 を 異 な ら せ て ３ 本 以 上 案
内 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ に お け る 両 端 の 穿 刺 針 ３ 間 の 穿 刺 針 ３ を 指 す ） は 、 ガ イ ド 溝 １ １
の 内 面 と 、 底 面 部 １ １ ｃ と に よ っ て 保 持 さ れ る こ と と な る 。 従 っ て 、 当 該 太 さ の 穿 刺 針 ３
は 、 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た 場 合 に 、 そ の 表 面
が 湾 曲 部 １ １ ｂ に 対 し て ほ ぼ 密 接 し て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ５ （ ｃ ） は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 し た 穿 刺 針 よ り や や 細 い 穿 刺 針 の 場 合 で あ る が 、 前 述 同
様 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２ の 両 端 の 壁 部 ２ １ ａ は 、 両 端 の 穿 刺 針 ３ の 中 心 軸 の 垂 線 か ら み て 、 仰
角 θ （ 例 え ば θ ＝ ４ ５ ° ） の 位 置 で 切 り 欠 か れ て い る 。 こ の こ と に よ り 、 穿 刺 ア ダ プ タ ２
の 最 外 と な る 壁 部 ２ １ ａ を 従 来 の よ う に 底 面 部 １ １ ｂ 方 向 に 充 分 に 確 保 し な く て も 、 穿 刺
針 ３ を 適 正 に 保 持 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 従 来 の 構 成 よ り も 側 面 部 １ １ ａ に 穿 刺 針
３ が 近 づ い て い る 分 だ け 超 音 波 振 動 子 の 欠 損 を 少 な く す る こ と が で き 、 分 解 能 に 与 え る 影
響 を 最 小 限 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 切 り 欠 き 溝 １ １ に は 、 使 用 さ れ る 当 該 穿 刺 針 ３ の 断 面 形 状 （ 曲 率 ） に 応 じ た 湾 曲
部 １ １ ｃ が 側 面 部 １ １ ａ と 底 面 部 １ １ ｃ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 使 用 さ れ る 当
該 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た 場 合 、 両 端 の 穿 刺 針
３ は 、 ガ イ ド 溝 １ １ の 内 面 と 、 側 面 部 １ １ ａ と 、 湾 曲 部 １ １ ｂ と 、 底 面 部 １ １ ｃ と に よ っ
て 保 持 さ れ る こ と と な り 、 他 の 穿 刺 針 ３ （ 同 径 の 穿 刺 針 ３ が 角 度 を 異 な ら せ て ３ 本 以 上 案
内 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ に お け る 両 端 の 穿 刺 針 ３ 間 の 穿 刺 針 ３ を 指 す ） は 、 ガ イ ド 溝 １ １
の 内 面 と 、 底 面 部 １ １ ｃ と に よ っ て 保 持 さ れ る こ と と な る 。 従 っ て 、 当 該 太 さ の 穿 刺 針 ３
は 、 穿 刺 針 ３ を 案 内 す る 穿 刺 ア ダ プ タ ２ が 切 り 欠 き 溝 １ １ に 嵌 合 さ れ た 場 合 に 、 そ の 表 面
が 湾 曲 部 １ １ ｂ に 対 し て ほ ぼ 密 接 し て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 述 の 各 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 一 例 で あ り 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は
な い 。 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 コ ン ベ ッ ク ス 型 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ を 例 に 説 明 し た が 、
リ ニ ア 型 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ で あ っ て も 同 様 に 適 用 で き 、 本 発 明 に よ っ て 得 ら れ る 効 果 と 同
様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 他 で あ っ て も 、 本 発 明 に 係 る 技 術 的 思 想 を 逸 脱
し な い 範 囲 で あ れ ば 、 設 計 等 に 応 じ て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 一 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ の 一 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 一 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 一 実 施 形 態 に お け る 係 止 機 構 の 構 成 を 示 す 斜 視 図
。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 他 の 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ６ 】 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 従 来 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 従 来 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の セ ン サ 面 の 構 成 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ８ 】 穿 刺 ア ダ プ タ の 従 来 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 従 来 の 穿 刺 用 プ ロ ー ブ の 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 １ 　 穿 刺 用 プ ロ ー ブ
　 ２ 　 穿 刺 ア ダ プ タ
　 ３ 　 穿 刺 針
　 １ １ 　 切 り 欠 き 溝
　 １ １ ａ 　 側 面 部
　 １ １ ｂ 　 底 面 部
　 １ １ ｃ 　 湾 曲 部
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　 ２ １ 　 壁 部
　 ２ １ ａ 　 最 外 端 の 壁 部 （ 切 り 欠 き 溝 １ １ の 側 面 部 １ １ ａ に 当 接 す る 壁 部 ）
　 ２ ２ 　 ガ イ ド 溝
　 ２ ３ 　 つ ま み 部 材
　 ２ ４ 　 切 り 欠 き 部
　 ２ ５ 　 嵌 合 突 起 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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摘要(译)

解决的问题：减小穿刺适配器和切口槽的尺寸，以减少由于形成用于安
装穿刺适配器的切口槽而使超声波换能器被切断而导致的分辨率降低。 
提供穿刺探针。 解决方案：多个穿刺适配器2由多个壁部21夹在中间，
该多个穿刺适配器2由用于引导穿刺针3的引导槽22夹在中间而形成，该
引导槽22以不同角度保持直径相同的穿刺针3。 形成要嵌合的切口槽
11，在该切口槽11的嵌合面中，穿刺适配器2的嵌合面中的至少一个由在
穿刺针3的两端的引导槽22引导的穿刺针3中的至少一个。 它由保持一部
分多个穿刺针3中的每一个的侧面部分11a和保持一部分的底表面部分
11b组成。 [选择图]图3
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